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生産抑制時の技術対策⑤

～電気を使わなくても出来る暑熱対策 その②～

乳牛に暑熱ストレスがかかると呼吸数が増え、エサの摂取量が減ってきます。今回は暑い時

期でも飼料給与を工夫し、エサをしっかりと食いこませる方法を紹介します。

暑熱対策１【消化の良いエサを給与】

エサは第一胃（ルーメン）で発酵するときに熱を出します。消化の良いエサほど発酵熱の

発生が少なくなくなります。暑さでまいってくるこの時期には、消化の良いエサを与え、
暑熱ストレスを軽減させましょう。

刈り遅れた粗飼料でも、ロールカッター等によって切断長を短くする事で消化性を改善
することが出来ます。

暑熱対策２【ミネラルを増給】

暑熱時期はミネラルの消費量が増えます。

→ 鉱塩を適時補充する。ＴＭＲでは塩を５０～１００ｇ給与する。

ルーメンアシドーシスのリスクが高まりやすい時期です。

→ 重曹（１００～２００ｇ）、酸化マグネシウム（５０ｇ）を給与する。

暑熱対策３【涼しい時間帯にエサを給与】

暑熱期には涼しい夕方の時間帯に多くエサを与えましょう。

図１ 第一胃（ルーメン）発酵熱

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!
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エサの消化性 良い 普通 劣る

エサの種類 ビートパルプペレット 細切サイレージ ロールサイレージ・乾草


